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➀～③のうち 1回をお申し込みください 

時 間：15:20～16:20 

定 員：各回先着 6人 

申 込：３月１日～電話またはメールで バレエ申込用コード 

対 象：4月から年中さん・年長さん・新 1年生になるお子様 

参加費：無料（2回目を希望する方は有料になります） 

真向法
まっこうほう

体操
たいそう

体験会 
たった４つのシンプルエクササイズ 

３月１７日（金）10:00～11:30 

対 象：どなたでも大歓迎 

定 員：先着１０人 

他の体験日について応相談 

参加費：無料 

申 込：2月 3日（金）～ 

電話またはメールで 

お弁当に大人気！ 

ウインナー飾り切り教室 
コアラ・ゾウ・ラッコ・・・ウインナーで

動物園ができちゃう？！ 

４月２２日（土）10:00～1１:３0 

対 象：小学１～３年生と保護者 

定 員：１０組（抽選） 

申し込み期間： 

３月２日（木）～３日３１（金） 

講座の申し込み方法  
① メール：必要事項（講座名、日程、氏名、住所、年齢・学年、電話番号） 

    を明記して o u bo . m i y a z a k i＠ c c l l f . j p まで送信ください。 

     右の QR コードから申し込みできます。 

② 窓 口：宮崎公民館 2 階窓口（年末年始を除く、9：00～17：00） 

宮崎公民館       ０４３－２６３－５９３４ 



 

シニアのスマホ体験教室 
 １月１１日（水）今年度第 2 回目の「シニ

アのスマホ体験教室」を行いました。 

 前回に引き続き基本操作と、もう一歩踏み混

んで、スマートフォンを使ったキャッシュレス

決済について体験していただきました。 

 スマートフォン初心者にとっては、電子決済

はハードルが高いものですが、講師の先生方が

持ってきてくださったスマートフォンを使い親

切に教えていただきました。 

 参加者の方からは「少しでも知ることができ

てよかった」「帰ったらもういちどおさらいす

る」などの感想をいただきました。 

 

はじめての味噌づくり 
 １月 1４日（土）１５日（日）の 2 日かけ

て「はじめての味噌づくり」を行いました。 

 1 日目に豆や塩の準備、2 日目に豆を煮て

つぶし、塩と麴を混ぜたものと合わせて空気

を抜きながら容器に仕込むという味噌づくり

のすべての工程を先生から教わりながら体験

しました。参加された方たちからは「お味噌

づくりが学びたかったので満足している」

「皆さんと一緒にわいわいと味噌づくりがで

き、嬉しかったです」などの感想をいただき

ました。1 年後、熟成された手作り味噌の出

来上がりが楽しみです。 

 

おひとり様の在宅介護 
 １月２５日（水）に、あんしんケアセンター

松ケ丘白旗出張所との共催で「おひとり様の在

宅介護」の講座を開催しました。ひとり暮らし

の介護について心配なことや要介護者になる前

に必要なことについて、ワークショップや講義

で教えていただきました。参加者の皆様からは

「老後にいろいろな不安があったが、今日の講

義に参加して安心して暮らせる気がする」「具

体的な内容をもっと学びたかったが時間が足り

ない」など、前向きな感想をいただきました。 

 

理科好き館長の 

水やりタイム 
 最近、調理実習室から大豆を煮るいい匂い

がします。味噌づくりが最盛期です。 

 この時期に仕込むことを「寒仕込み」とい

うのですが、1～3 月に仕込むとよいのには秘

密があるようです。 

 冷蔵庫で食品を保存すると腐りづらいこと

から考えても、低温は雑菌をおさえる性質が

あり、麴だけを働かせるのによい環境です。 

 また、秋にとれた大豆や米を使うことがで

きるため、材料が新鮮です。 

 味噌の発酵はゆっくり進んだほうがよいの

ですが、一番発酵する夏まで少しずつ発酵が

進むように寒い時期に仕込むとのことです。 

 人にとって有益なものを発酵、不利益なも

のを腐敗といいますが、微生物と長い年月を

かけて共存しながら、よりよい方法を探して

きた先人の知恵ですね。 
  


